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R03a 渦巻銀河M83の arm/inter-arm領域におけるGMAの性質
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銀河における星間物質はarmを横切る過程で様々な形態に変化していく。これらの星間物質の中でGiant Molecular
Association (GMAs;質量∼ 106−7M⊙、サイズ∼ 数 100pc)は一番質量が重く、大質量星形成の母体であると考え
られている。このGMAsは density wabeによって圧縮/蓄積され高密度ガスを作り、arm領域で星を形成すること
が知られているが、その形成・散逸過程の詳細については明らかになっていない。
GMAsの形成・散逸過程を明らかにするために、我々はまず arm領域と inter-arm領域にあるGMAsの性質そ

こで我々は、単一鏡である野辺山 45メートル電波望遠鏡 (NRO45m)と干渉計である野辺山ミリ波干渉計 (NMA)
を用いて、近傍棒渦巻銀河M83の arm, inter-arm領域の CO(1-0)輝線観測を行った。NRO45mではM83西部
の armを中心とした 3.5′ × 3.5′ の領域をマルチビーム受信機 BEARSを用いて On The Flyモードで行観測を行
い、NMAではM83西部の arm領域とその前後の inter-arm領域をガスの流れに沿って３視野 (1′ × 1.5′)モザイ
キング観測を行った。この NRO45mのデータと NMAのデータを結合 (コンバイン)することで、missing fluxの
無い広範囲・高分解能のCO(1-0)マップを得ることに成功した。コンバインによって得られたマップは角度分解能
4′′ × 8′′(∼ 90pc × 180pc)、速度分解能 2.6km/sでノイズレベル 65mJy/beam(∆Tmb = 0.19K)となった。マップ
には 10個を越えるGMAsが存在し、そのサイズは数 100pc、質量は ∼ 106−7M⊙、速度幅は 10 ∼ 20km/sであっ
た。本講演では、arm領域と inter-arm領域にあるGMAの性質についてまとめ、系内の分子雲や他の渦巻銀河の
GMAとの比較を行っていく。


